
発行日：２０２３年７月１３日  

 

temporary 

 

SDGs Report 2022 
環境経営レポート 

Sustainable 

Development 

Goals 

Report 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象期間：２０２２年５月１日～２０２３年４月３０日 



１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エルグのＳＤＧｓ 

エルグは、企業理念及び環境方針に基づき、ＳＤＧｓの達成に貢献しています。 

ＳＤＧｓから９つの目標をマネジメントシステム会議にて特定しました。 

今後、エルグではＳＤＧｓ１７の目標達成に向けて貢献していきます。 

 

 

ＳＤＧｓとは、2015 年 9 月、ニューヨー

ク国連本部において、193 の加盟国の全会

一致で採択された国際目標であります。 

これは、『持続可能な開発目標（Sustainable 

Development Goals）』として、社会が抱え

る気候変動や格差などの幅広い課題の解決

を目指し、先進国も途上国もすべての国が関

わって解決していく目標であり、 

世界全体で 2030 年を目指して明るい未来

を創るための 17のゴールと 169のターゲ

ットで構成されています。 



２ 

１．会社概要 

１）会社概要と業務内容 
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２）環境管理責任者及び担当者連絡先 

代表責任者 代表取締役社長 桐原 聡二郎 

環境管理責任者 代表取締役社長 桐原 聡二郎 

担当者 経営管理室 横塚 由美子 

 

３）対象範囲（認証・登録範囲） 

電気、自動車、通信機器の機能部品のめっき加工 

 

４）ＥＡ２１運営組織図 

  

｜事業の内容  より小さな部品への精密めっき 

・銅めっき 

・ニッケルめっき 

・銀めっき 

・金めっき 

・ロジウムめっき 

・パラジウムめっき 

・錫めっき 

・無電解ニッケルめっき 

めっき 

・研磨加工 

バレル研磨 

バフ研磨 

 

・特殊加工 

脱脂処理 

化学研磨処理 

熱処理（ベリ銅の析出硬化処理） 

加 工 

社 長 

事務局 

法定管理者 

安全衛生環境委員会 

（ＩＳＯ推進委員会） 

製 造 部 

技 術 部 

経営管理室 

品質保証課 

環境管理責任者 

環境保全室 

技術課 

営業開発チーム 

業 務 部 
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２．方 針 

私たちは、地球環境の重要性を認識し、資源の有効活用と環境負荷の軽減に努めます。

また、環境と調和した活動を続け、次の世代へ伝えていきます。 

環境方針  Harmony with the Earth for Future 

私たちは、表面処理の技術と成果をとおして、新たな価値を創造します。 

これにより、社員とお客様の幸せを築き、よりよい社会づくりに貢献します。 

企業理念  Working with Pleasure 

１．当社は、環境汚染を防止するため、事業活動によって環境に与える影響を的確に捉え、関連する環境

の法規制及び当社が同意するその他の要求事項を遵守し、自主的改善目標を立案し、継続的に

環境保全に取り組みます。 

 

２．環境マネジメントシステムについて自主管理によるシステムの継続的な改善を推進します。 

 

３．事業活動に伴い、環境に著しい影響を与える可能性のある下記項目に関して継続的に減量化・リ

サイクル及び管理強化に積極的に取り組み、環境目標の設定、実行及び見直しの実施に全ての

社員が参加します。 

１）化石燃料・エネルギー 

２）廃棄物（スラッジ） 

３）水 

４）紙 

５）化学物質 

６）グリーン購入 

７）温室効果ガス 

 

４．事業活動に伴い調達、使用、排出する全てのものに関して監視管理します。 

 

５．防犯、安全衛生対策を万全にし、定常時、非定常時、緊急時のいずれの場合も環境に与える負

荷が、最小限になるように汚染の予防に努め、経済的に可能な限り予防措置及び対応方法を定

め、訓練を実行します。 

 

６．環境改善を実行し維持するための環境教育を、全ての社員及び当社の為に働く全ての人に実施

し環境方針の理解と 環境に関する意識向上を推進します。 

 

７．高田川に隣接した立地条件を認識し、水と自然を大切にする活動を通し、地域住民とコミュニケー

ションを図り地域社会に貢献します。 

 

８．この方針は、社内外に公開します。 

２０２０年６月１７日 

株式会社 エルグ 

代表取締役社長  桐原 聡二郎 

環境保全活動  Environmental conservation activities 
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３．環境目標とその実績 

１）環境負荷の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

実 施 

主要項目 
２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 

二酸化炭素排出量 

排出係数 
【長期目標基準年：２０２０年度】 排出係数：0.413 

電気事業者： CDエナジーダイレクト 

実 績（ｔ） ９１１ ９５２ ９５１ 

前年比（％） １０１．８ １０４．５ ９９．９ 

基準年比（％） １０２．６ １１２．５ １１２．４ 

廃棄物排出量 

（産業廃棄物 
+特別管理産業廃棄物） 

実 績（ｔ） ８２ ７４ １１０ 

前年比（％） １５４．７ ８９．０ １４８．６ 

総排水量 
実 績（ｍ３） ３５，４７１ ３７，８５７ ３７，１２５ 

前年比（％） １１０．２ １０６．７ ９８．１ 

化学物質使用量 

実績（ｔ） １７７ ２０５ ２１９ 

前年比（％） １０４．１ １１５．８ １０６．８ 

実績（ｋℓ） ３０ ４３ ４９ 

前年比（％） ２３０．８ １４３．３ １１４．０ 

無機汚泥 

（有価物） 

実 績（ｔ） ２３ ２２ ２１ 

前年比（％） １０４．５ ９５．７ ９５．５ 

実 施 

自主項目 
２０２０年度 ２０２１年度 ２０２２年度 

産業廃棄物リサイクル率 
（総排出量比） 

実績（％） １００ １００ １００ 

紙使用量 

事務用 
実績（ｋｇ） １，０３２ １，１３５ ９７３ 

前年比（％） １０５．５ １１０．０ ８５．７ 

梱包材 
実績（ｋｇ） ２８０ １５８ ２７８ 

前年比（％） １５５．６ ５６．４ １７５．９ 

弊社は、２００３年７月からＩＳＯ１４００１、２００９年７月よりエコアクション２１に基づく「環境活動」を実施してまい
りました。 以下に、２０２０～２０２２年度の環境活動結果をご報告致します。 

尚、電力購入元電気事業者は、２０２０年３月より(株)ＣＤエナジーダイレクト社に変更しており、 

二酸化炭素排出量につきまして、２０２０年度の温室効果ガス排出量算定係数を使用して比較しております。 

弊社のキャラクターエルちゃんです。 
アライグマはものを水に浸して洗うしぐさをすることをご存知でしょうか。だから
アライグマなのです。 
めっきは水洗いの繰り返し。私達はアライグマのように水洗いをめっき道（技術）
の象徴として、徹底して極めていきたいのです。それからアライグマは大変な好奇
心のち主でありながら、どんなときでも冷静に対処できる賢い動物なのです。 



６ 

２）環境目標と評価 

弊社では、３ヵ年の長期計画に基づき、年度毎に短期計画を実施しております。 

本年度は、２０２０年度を基準とする長期計画（２０２１～２０２３年度）の２年度にあたります。 

以下に、長期目標と２０２２年度の結果をご報告いたします。 

 

４．環境活動計画の内容と評価 

活動目標 ２０年度環境活動計画の内容 評価 

二酸化炭素排出量削減 

①もったいない活動推進による社員の意識改革 

②社有車のエコドライブ推進・走行効率化による使用燃料削減 

③ボイラー稼働時間厳密管理によるガス・灯油使用量削減 

④待機電力の削減 

⑤太陽光発電システムのメンテナンス 

⑥エコカー(社有車・フォークリフト)の導入 

 

 

 

 

廃棄物排出量削減 
①包装材のリユース推進 

②廃棄物の分別によるリサイクル率増加 

 

 

総排水量削減 
①工程内使用水道水の有効利用 

②社員の節水の為の意識改革 

 

 

化学物質使用量削減 

①不適合製品の削減 

②処理液成分変動の監視強化 

③処理方法の改善 

④顧客へ加工油・防錆油の塗布量適正化のお願い 

 

 
一般廃棄物 
リサイクル率増加 

①リサイクルパトロールの実施（分別ミスによる混入の管理） 
②廃棄物分別の徹底 

 

 

 

 紙使用量 
事務用 ①裏紙の有効活用 

梱包材 ①リユース推進、簡易包装推進 

主要項目 ２０２０年度実績  ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 

二酸化炭素排出量（ｔ） 
９１１ 

[排出係数 0.413] 

目 標 （2020年度比） ▲０．４％ ▲０．３％ ▲０．３％ 

判 定  × ×  

廃棄物排出量（ｔ） ８２ 
目 標 （2020年度比） ▲０．４％ ▲０．３％ ▲０．３％ 

判 定  〇 ×  

総排水量（ｍ３） ３５，４７１ 
目 標 （2020年度比） ▲０．４％ ▲０．３％ ▲０．３％ 

判 定  × 〇  

化学物質使用量 
（ｔ） 

（ｋℓ） 

１７７ 

３０ 

目 標 （2020年度比） ▲０．４％ ▲０．３％ ▲０．３％ 

判 定  × ×  

グリーン購入（％） ４０ 
目 標 （購入物品比） ４０％以上 ４０％以上 ４０％以上 

判 定  × ×  

※自らが生産・販売・提供する製品及びサービスに関しては、上記主要項目が直接関係しており、更に化学
物質を適正に管理すること、不適合製品の削減を活動の目標としております。 

自主項目 ２０２０年度実績  ２０２１年度 ２０２２年度 ２０２３年度 

産業廃棄物リサイクル率 
（総排出量比） 

１００ 
目 標 （総排出量比） １００ １００ １００ 

判 定  ○ 〇  

紙使用量（kg） 

事務用 １，０３２ 
目 標 （2020年比） ▲０．４％ ▲０．３％ ▲０．３％ 

判 定  × 〇  

梱包材 ２８０ 
目 標 （2020年比） ▲０．４％ ▲０．３％ ▲０．３％ 

判 定  〇 〇  



 

７ 

５．環境活動取組結果と評価 

２０２２年度の環境活動取組結果と評価を次に示します。 

 

６．次年度の取組内容（継続） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要項目 
２０２０年度 
実 績 

２０２２年度 
目 標 

２０２２年度 
実 績 

２０年度比（％） 判 定 

二酸化炭素 
排出量削減 

 

※2016 年以降、軽油
の使用無し。2021/11
月より使用開始 

購入電力 
ｋｗｈ 

８６６，４３７ 
▲０．３％ 

９２３，９６２ 
１０６．６（+6.6） × 

（太陽光発電） － （７５，５６８） 

ＬＰＧ ｋｇ ３６，７６３ ▲０．３％ ４０，２４３ １０９．５（+9.5） × 

灯油 L １６３，８７７ ▲０．３％ １６１，９１５ ９８．８（▲1.2） 〇 

軽油 L － － ３，８３５ － － 

ガソリン Ｌ １４，６５７ ▲０．３％ １５，２２８ １０３．９（+3.9） × 

廃棄物排出量 産廃+特管産廃 ｋｇ ８１，８７８ ▲０．３％ １０９，６０７ １３３．９（+33.9） × 

総排水量 水道使用量 ｍ３ ３５，４７１ ▲０．３％ ３７，１２５ １０４．７（+4.7） × 

化学物質使用量 

前処理類 ｋｇ ５３，８６４ ▲０．３％ ４７，４８７ ８８．２（▲11.8） 〇 

めっき成分 
ｋｇ ８，６９５ ▲０．３％ ７，１７０ ８２．５（▲17.5） 〇 

Ｌ ２５，５４０ ▲０．３％ ４４，５００ １７４．２（+74.2） × 

排水処理用 ｋｇ １５４，３７０ ▲０．３％ １５７，７８０ １０２．２（+2.2） × 

※使用量の多い材料（500kg以上使用）に重点を絞り、削減に取組みました。 

自主項目 
２０２０年度 
実 績  

２０２２年度 
目 標 

２０２２年度 
実 績 

２０年度比（％） 判 定 

リサイクル率向上 混入件数 件 ０ ０件 ０件  － ○ 

紙使用量削減 
事務用 ｋｇ １，０３２ ▲０．３％ ９７３ ９４．３（▲5.7） 〇 

梱包材 ｋｇ ２８０ ▲０．３％ ２７８ ９９．３（▲0.7） 〇 

●省エネルギー・省資源● 

１．もったいない活動の推進 

２．不適合製品削減活動 

３．廃熱の有効利用 

４．工場内設備、照明、冷暖房機の

有効利用 

●廃棄物減量化● 

１．一般廃棄物分別徹底 

２．包装材のリユース推進 

●環境配慮● 

１．環境負荷物質使用・排出量削減 

２．化学物質の適正な管理 

３．材料使用の効率化 

●その他● 

１．環境自覚教育 

２．顧客への簡易包装・通い函使用の

お願い 

３．不適合製品の削減 



 

８ 

●環境活動の取組み 

２０２０年度を基準とした長期計画書（２０２１~２０２３年度）に基づき、年度毎に短期計画書を作成し、３ヶ月毎に進捗を確認しています。 

 



 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

弊社では、課別活動（環境経営活動）、情報委員会、ISO

推進委員会などを通じ、事業活動に取り込みＳＤＧｓを

社員に啓蒙しています。 

 

群馬県の県立学校や県立病院などの県有施設から排出された温室効果ガスは、2013 年度比 20％削

減の 111,552ｔでした。 

削減の要因は、県立高校の統廃合による灯油使用量の削減、web 会議などの活用によるとのことです。 

群馬県は 2030 年度排出量 78,203ｔ（2013 年度比 マイナス 44％）という高い目標を掲げてい

ることから、今後の活動が期待されます。 

 

群馬県有施設の温室効果ガス排出量  

2021年 １１１，５５２ｔ 

群馬県の SDGｓ 

群馬県では、SDGs 実現に向けて様々な活動を行っているのをご存じでしょうか？ 

●「ぐんま５つのゼロ宣言」【2050（にーまるごーぜろ）宣言】 

群馬県は、事前災害によるリスクを抑え、県民の命を守り、安心な暮らしと安定した経

済活動が可能な社会を実現するため、ソフト・ハードの両面から防災・減災対策の取組

を徹底して災害時レジリエンスを教科します。 

更に、長い日照時間、豊富な水資源・森林資源など本件の恵まれた再生可能エネルギー

資源をフル活用し、自然災害による死者「ゼロ」、温室効果ガス排出量「ゼロ」、及び災

害時の停電「ゼロ」を同時に実現します。 

合わせて、地球規模の課題でもあると同時に、本県の課題でもあるプラスチックごみ

「ゼロ」、食品ロス「ゼロ」も達成し、災害に強く、持続可能な社会を構築及び県民の

幸福度を向上させるため「ぐんま５つのゼロ宣言」を宣言します。 

●「SDGｓ軍目ビジネスプラクティス」 

群馬県では、ＳＤＧｓに関連した県内企業の先進的取組を「ビジネスプラクティス」（線

事業例）として募集し、令和２年度は６７社、令和３年度は４６社、令和４年度は４４

社の事例を選定しました。 

※ビジネスプラクティスとは、ＳＤＧｓの考えに基づき、「社会」「経済」「環境」の

側面から持続可能な社会の実現に着目したビジネス。自社の企業価値向上や競争力

強化を目指しつつも、規定された「分野」や「カテゴリ」が意識された取組のこと。 

●革新的環境イノベーションコンソーシアム 

温室効果ガス排出量「ゼロ」を掲げ、持続可能な自立分散社会への変革と経済成長の両

立を目指すグリーンイノベーションの取組を進めています。 



 

１０ 

７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

法律に定められた届出、報告、遵守状況などの評価は、１回／年のマネジメントレビュー時に実施しており、違反、訴

訟、また、近隣、その他の利害関係者からの苦情などはありません。 

※判定欄「－」項目については、本年該当及び変更無し 

環境関連法規制名 チェック項目 判 定 

水質汚濁防止法 

特定施設届出 ○ 

規制値順守 ○ 

特定施設構造基準・定期点検 ○ 

その他（排出水の測定、記録保管） ○ 

特定工場における公害防止組織の整備に関する法律 
公害防止管理者等の届出 ○ 

汚染状態の測定及び記録 ○ 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

特別管理産業廃棄物管理責任者の届出 ○ 

マニフェストの発行・回収・管理 ○ 

保管基準の順守、保管場所の表示 ○ 

行政報告 ○ 

毒物劇物取締法 

毒物劇物取扱責任者の届出 ○ 

保管場所の順守 ○ 

使用者・使用量の把握、記録 ○ 

大気汚染防止法 特定施設届出 ○ 

土壌汚染対策法 
特定施設使用廃止の有無 
汚染チェック 

○ 

騒音規制法 特定施設届出 － 

振動規制法 特定施設届出 － 

特定化学物質の環境への排出量の把握及び 
管理の改善の促進に関する法律 

ＰＲＴＲ報告 ○ 

消防法 

法定資格者の届出 － 

消防計画作成変更届出 － 

防火対象物使用開始届出 － 

浄化槽法 

設置届出 － 

保守点検 ○ 

法定検査 ○ 

浄化槽の清掃 ○ 

労働安全衛生法 

法定資格者の届出 － 

産業医 － 

作業環境測定 ○ 

健康診断の実施 ○ 

フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律 簡易点検（7.5kw 未満） ○ 

循環型社会形成推進基本法 酸類梱包容器の再使用 ○ 

群馬県の生活環境を保全する条例 
特定施設廃止届出 ○ 

公害防止責任者届出 ○ 

その他の要求事項 

顧客要求事項の順守 
 ＲｏＨＳ指令、 

各社グリーン調達基準 
○ 

排水自主基準の順守 ○ 



 

１１ 

 ８．代表者による全体評価と見直しの結果 
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○本年度の避難訓練            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社長のコメント ～２２年度マネジメントレビューより～ 
 
 

●改善・気づき活動・もったいない・時短活動 
1,107Ｐ/1,179 94％  年間目標達成者 32/71。昨年と同様で時短によるポイント多
数。（595P/1,107P = 53.7%） 
時短だけでなく、改善によるポイント増加を望む。 

●環境活動 
温室効果ガス排出量は基準年比で 111.6%、前年比 99.2%とだが、過去 5 年間（基準年
比 17 年度 113.6%、18 年度 115.8%、19 年度 117.6%、20 年度 114.6%、21 年度
112.5%）と比べると、横ばいで削減が進んでいないことが分かる。そのため、もう一歩
踏み込んだ削減を期待する。 

 また、昨年同様に太陽光発電での CO2 削減量がガソリン使用による排出量とほぼ同等と
いう結果となった。 

●スキルマップの達成率は 65.7%（前年 64.6%）で微増ではあるが、評価は不可である。 


